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1.は じ め に
空 間 を認 知 す る能 力 は 、生 存 に欠 かせ な い最 も重 要 な能 力 の一 つ で あ る とい え
る。 そ の空 間認 知 能力 の基 本 とな るの はモ ノの位 置 関係 を把 握 す る こ とで あ り、
幼 児 は 「どこか に何 か が存 在 す る」 とい う簡 単 な情 報 か ら、成 長 と共 に 比較 的 複
雑 な モ ノ同士 の位 置 関係 や 動 きな どの情 報 も把 握 す る こ とが で き る よ うに な る。
この よ うな空 間 的 情報 は様 々な形 で言 語 表 現 に盛 り込 ま れ て い るが 、 た とえ物 理
的 に全 く同 じ空 間 で あ る と して も、認 知 主 体 が そ の空 間 を どの よ うに捉 え てい る
のか に よっ て言 語 表 現 は変 わ り、 当然 モ ノ 同士 の位 置 関係 を表 す 表 現 も変 わ って
くる。
モ ノ 同 士 の位 置 関 係 を言 語 化 す る と き に 用 い られ る空 間 指 示 枠(Framesof
Reference)の種 類 と して よ く知 られ て い るの が 、Levinson(1996)による 「絶 対
的(absolute)指示 枠 」 「相 対 的(relative)指示 枠 」 「固 有 的(intrinsic)指示
枠 」 の分 類 で あ る。 特 定 の言 語 の話 者 は これ らの分 類 の いず れ か に基 づ い た方 法
で位 置 関係 を言 語 化 して い るわ けだ が 、 言 語 に よ って3つ の方 法 全 て を用 い る言
語 も あれ ば、1つ だ け を用 い る言 語 も存 在 す る。 日本 語 は主 に 「左 ・右 」 の よ う
な相 対 的指 示 枠 を用 い る言 語 で あ る と され 、 場合 に よ って は モ ノの 形 に基 づ く身
体 名詞 の よ うな 固有 的指 示 枠 が 用 い られ る こ と もあ る。 そ して 限 られ た文 脈 にお
いて だ け 「東西 南 北」 の よ うな絶 対的 指示 枠 が用 い られ る と され る。
本 稿 で 取 り上 げ る の は 、 日本 語 の 固 有 的 指 示 枠 、 な か で も身 体 名 詞 で あ る
「脇 」 の空 間的 用 法 で あ る。 日本 語 は基 本 的 に は相 対 的 指示 枠 中心 の言 語 で あ る
が、 日常会 話 で 「バ ス のお 尻 に 広告 が付 い て い る」 「富 士 山の頭 に雲 の 白い筋 が
見 え る」 とい った位 置 関係 表 現 に身 体 名詞 が使 われ た表 現 を 耳 にす るの は さほ ど
珍 しい こ とで はな い。 しか しこの よ うな位 置 関係 表 現 は完全 に定 着 して広 く使 わ
れ て い る とは言 い難 い の に対 し、身 体 名 詞 「脇」 だ け はか な り文 法 化 が進 み 、 本
来 の意 味 か ら拡 張 され た 独 立 した 空 間名 詞 と して の役割 を担 っ て い る。
本稿 で は 、 モ ノ同 士 の位 置 関係 を言語 化 す る際 に用 い られ るLevinsonの3つの
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方 略 を概 観 して 空 間名 詞 と して の 「脇 」 の 方 略 的特 徴 を確 認 した上 で 、意 味拡 張
に よっ て空 間的位 置 に 関す る意 味 を得 た 「脇 」 の特 徴 につ い て考 察 す る。 そ して
その 意 味 に曖 昧 性 を もた らす解 釈 の 問題 、 つ ま り 「脇 」 が表 す 空 間 にか か わ る認
知 主体 の捉 え方 を探 っ てい く。
2.位 置 関 係 を 言 語 化 す る方 略
本節 で は位 置 関係 を言 語 化す る際 に用 い られ るLevinson(1996)の3つの指 示枠
にっ い て 、井 上(1998:24-27)にま とめ られ て い る 内容 を中 心 に概 観 して空 間名
詞 としての 「脇 」 の方 略 的特 徴 を考察 す る。 そ してKim(2006)によ る 日本語 空 間
名 詞 の分 類 を批 判 的 に検 討 し、 そ の 問題 点 を踏 ま えた 上 で本 稿 の 分析 的枠 組 み へ
の手掛 か りと して提 示 す るこ とにす る。
まず 位 置 関係 を言語 化 す る方 略 と してLevinson(1996)は3つの指 示 枠 を提 示 し
てい るが、 井上(1998:24-27)では そ の3つの方 略 につ い て 以 下の よ うにま とめて
い る。
〈相 対 的指 示 枠 〉
「左 」 「右 」 の表 現 の よ うに 、視 点 、指 示 対 象 物 、支 持 基 準 点 の3者 関係 に
指 示 枠 を置 い た方 法 。 まず 、1か所 に視 点 を 置 き 、 そ の視 点 とは 異 な る指 示 対
象 物(図)と 指 示 基 準 点(地)を 座 標 軸 と して 押 さえ る。 視 点 は 、別 に話 者 に
限 られ な くて もよい が 、誰 か し ら人 間 で あ るの で 、 そ の人 間 の身 体 の 中心 に原
点Xが 位 置 し、上 下 、前 後 、左右 の方 向軸 が定 ま る こ とに な る。
〈絶 対 的指 示 枠 〉
相 対 的 指示 枠 が動 く もの で あ るの に対 し、 地 球 上 で まず 重力 と磁 場 が 動 か な
い と考 えて 、羅 針盤 の方 位 に相 当す る絶 対 的 な 方角 を設 定 す る方 法 。 東 西 南 北
が代 表 的 な例 で あ る。 この指 示 枠 で は 、視 点 や 話者 の 向 き な どに一切 か かわ り
な く、指 示 対 象 物(図)と 指 示 基 準 点(地)の2者 の み を不動 の座 標 軸 に据 え
れ ば よい の で 、非 常 に簡 潔 な空 間把 握 方 法 で あ る。 「バ ッ トはべ 一 ス の東 に あ
る」 とい っ た ら、誰 か ら見 て もそ の2つ の もの の位 置 関係 は は っ き り して い る
こ とに な る。
しか し、 実 際 の 日常 生活 で絶 対 的指 示 枠 を用 い るた め に は、 常 に 自分 が東 西
南 北 とい っ た座 標 軸 の ど こにい るの か を把 握 して お く必 要 が あ り、 これ は か な
り大 変 な作 業 で あ る よ うに思 われ る。
〈固有 的指 示 枠 〉
固有 的 指 示 枠 とは 、 モ ノ が座 標 軸 の 中 心 点 とな る よ うな場 合 で あ る。 そ の
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「モ ノ」 に は 明 らか に何 らか の特徴 が備 わ って い る、 あ るい は状 況 に応 じて そ
うした 特徴 に意 味が あ る とい うこ とを人 々 が学 び 、結 果 と して そ の特 徴 を基 準
に方 向 を決 定す る方 法 で あ る。 例 えば 「テ レビ」 とい うもの は 画面 が あ るほ う
が 「顔 」 だ か ら 「前 」 だ し、 「自転 車」 は進 行 方 向 がや は り 「顔 」 とい え るか
ら 「前 」 と、 日本 語 で は表 現 す る。 この場 合 、 どち らも物 体 の機 能 性 に基 づ い
た特 徴 を手掛 か り と して方 向 を決 定 して い る。 しか し、機 能性 よ り形 の特徴 を
重 視す る場合 もあ る。
(井上1998:24-27、例 文等 一 部省 略)
以 上 で 位 置 関係 を表 す 際 に用 い られ るLevinsonの3つの指 示 枠 を概観 した が 、
空 間名 詞 と して の 「脇 」 は モ ノの 特 徴 に 基 づ い た 固 有 的 指示 枠 の1つ で あ る とい
え る。 「脇 」 の よ うに人 間や 動物 の身 体名 称 か ら拡 張 され た用 法 は 言語 普 遍 的 に
多 く見 られ る指 示 枠 で あ り、 固 有 的指 示 枠 の な か で最 も種類 の多 い 用 法 で あ る と
され る。 世 界 中の 言語 の なか で は この身 体 の 特徴 に基 づ い た指 示 枠 だ け を用 い る
言 語 も存 在 して お り、例 え ば メキ シ コ の ミシ ュテ ック語 は モ ノの位 置 関係 を言 語
化 す る とき 「猫 はマ ッ トの上 に い る」 とい う表 現 を 「猫 はマ ッ トの顔 に い る」 、
「屋根 の 上 に人 が い る」 は 「家 の背 中 に人 が い る」 の よ うに 、 日本 語 で は 上 とか
下 とい う相 対 的 指 示枠 で表 現 す る と ころ を全 て身 体 部位 に 由来 す る言葉 で表 現 す
る(cf.今井2010:52)。これ は身 体 全体 の な かで 、 あ る特 定 の部位 が どの よ うな
物 理 的 特徴 を持 って存 在 す るの か とい う問題 とも深 く関 わ っ てお り、 全 体 にお い
ての 部分 の あ り方 を人 間 が どの よ うに捉 えて い るの か とい う問題 に直結 す る。 本
稿 の 後 半 で も述 べ る こ とに な るが 、 「脇 」 とい う日本 語 も当然 元 々身 体部 位 を表
す 言葉 で あ る こ とか ら、身 体 全 体 にお いて 脇 とい う部位 が持 っ てい る物 理 的特 徴
が、拡 張 され た空 間 的意 味 に も反 映 され てい る と思 われ る。
以 上 でLevinsonの3つの指 示 枠 に基 づ い た 空 間名 詞 「脇 」 の 方 略 的 特 徴 を考 察
した が 、Kim(2006)では 日本語 の空 間名 詞 を 「ま え、 う しろ 、 うえ、 した 、み ぎ、
ひ だ り」 な どの 方 向指 示 と 「そ と、 とな り、 は し、 わ き、 な か」 な どの領 域 指 示
に分 けて お り、Levinsonによ る3つ の分 類 は あ くまで も方 向指 示 の尺 度 で あ って
領 域指 示 の 尺度 として は認 め られ ない と述 べ られ てい る。Kim(2006)の分類 にお
い て、 方 向指 示 とは1次 元 的位 置 関係 を意 味 し、領 域 指 示 とは2次 元 ・3次元 的位
置 関係 を意 味す る。Kimの分類 だ と空 間名 詞 「脇 」 は領 域 指 示 にあ た るた め、 固
有 的 指示 枠 と して 分類 す る こ とは で き ない とい うこ とにな るが 、 こ の分類 の方 法
は曖 昧 で恣 意 的 で あ る よ うに思 われ る。 なぜ な らば 、実 際 に方 向指 示 と領 域 指 示
を明確 に 区別 す るの は不 可 能 で あ る上 に、 空 間名 詞 そ の もの に方 向指示 ま た は領
域 指 示 とい う特 徴 を付 与 す るの は話 者 の捉 え方 を排 除 す るア プ ロー チ に な って し
ま うか らで あ る。 た とえ ば 「ま え、 うしろ」 な どを方 向指 示 と して挙 げ てい るが 、
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これ らの名 詞 は点 と点 を繋 ぐ直線 を表 す わ けで は ない 。 「ま え 、 う しろ」 な どで
表 され る空 間 は概 念化 者 に とっ て 常 に幅(領 域)を 持 っ た状 態 、 つ ま り2・3次元
的な 状態 で存 在 し、 ター ゲ ッ トとな る対 象物 が そ の幅 の 範 囲 内 に位 置 さえす れ ば
「ま え 」 ま た は 「うし ろ」 と して認 め られ る。 簡 単 な例 を 挙 げ る と 「テ レ ビの
前 」 は 常 に少 な くと もテ レビ とい う参 照 点 の 正 面 の横 幅 以 上 の領 域 を指 す 。 こ の
よ うな指 摘 はKim(2006)で方 向指 示 と して 挙 げ られ て い る 「う しろ、 うえ、 し
た、 み ぎ 、ひ だ り」 な どの空 間名 詞 に もあて は ま る。 領 域指 示 と して 挙 げ られ て
い る 「そ と、 とな り、 は し、 わ き 、 な か」 な ど と比 べ る と、方 向指 示 の方 が比 較
的非 分散 的 で狭 い領 域 を表 す傾 向 が あ るの は確 か で あ るが 、 あ くまで も領 域 の レ
ベ ル で考 え るべ きで あ っ て、 明確 に 両者 を 区別 す る のは 文脈 と概 念 化者 の捉 え方
を排 除 した分 析 方 法 に な りか ね な い。 どち らか と言 うと 「比較 的狭 い領 域 を表 す
た め、結 果 的 に方 向指 示 に有利 な空 間的 特徴 を有 す る よ うに な った 」 とい う分析
の方 が合 理 的 で あ ろ う。 ま たKim(2006)は、領 域 指示 を さ らに 「そ と、 とな り、
そ ば」 の外 部 領 域 指示 、 「さ き、 は し、 へ り、ふ ち、 す み 、 か ど、 わ き 、 よ こ」
の境 界領 域 指 示 、 そ して 「な か 、 うち 、お く」 の 内部 領 域指 示 に分 けて い る。 外
部 領域 指 示 と内部領 域 指 示 は それ ぞ れ 参 照 点 の外 部 と内部 の領 域 を指 示 す る方 法 、
境 界領 域 指 示 は参 照 点 の 内部 領域 と外 部 領域 が接 してい る境 界 線 を利 用す る指 示
方 法 と して定 義 して い るが、 この分 類 もか な り曖昧 な と ころ が あ る よ うに思 われ
る。 これ は本 稿 の 主 な分 析 に も繋 が る 内容 で あ るが 、上 で述 べ た空 間名 詞 そ の も
の に外部 ・境 界 ・内部 領 域 を指示 す る特 徴 が あ る とい うア プ ロー チ は 、概 念 化 者
の捉 え方 とい う要 素 を排 除 した 分析 に な りか ね な い。 た とえば 「バ ス の後 ろ にい
る」 とい う表 現 は少 な く とも 「バ ス の 内側 の 後 ろの 座 席 に い る」 とい う解 釈 と
「バ ス の 外側 の後 ろ に い る」 とい う解 釈 、つ ま りバ ス とい う参 照 点 の枠(境 界
線)を また ぐ2っの解 釈 が可 能 とな る わ けだ が 、 これ で 「後 ろ」 とい う空 間名 詞
を境 界領 域 指 示 として分 類 す る と 「左 ・右 ・前 ・後 ・上 ・下 ・東 ・西 ・南 ・北 」
な ど も 同 じ く境 界 領 域 指 示 と して 分類 す る しか な い か らで あ る。 さ らに 、Kim
(2006)の分 類 だ と 「うしろ」 は領 域指 示 で は な くて 方 向指 示 と して位 置 づ け られ
てい るの で 、方 向指示 で あ りな が ら領 域 指示 の一 種 で あ る境 界 領 域 指示 で も あ る
とい う矛 盾 が生 じて しま う。
3.空 間 名 詞 「脇 」 の 空 間
本節 で は 、位 置 関係 な どの 空 間 を表 す ときに用 い られ る身 体名 詞 の 空 間 的用 法
の実 例 を概 観 し、 身 体名 詞 「脇 」 の空 間的 用 法 が意 味拡 張 に お いて 他 の身 体 名詞
の拡 張 用 法 と比 べ て どの よ うな違 い が あ るの か を、 山梨(2000)の説 明 を 中心 に
考 察 す る。1節 で も述 べ た よ うに、 相 対 的 指 示 枠 が 中心 とな っ て い る 日本 語 で も、
人 間 や動 物 の身 体 部位 を表 す 言葉 を 固有 的 指 示枠 と して 用 い る場 合 が あ る。 そ し
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てそ の な か で も身 体名 詞 「脇 」 は か な り文 法 化 が進 んで お り、 「バ スの お尻 に広
告 が付 い て い る」 「富士 山の頭 に雲 の 白い 筋 が見 え る」 の よ うな空 間表 現 に使 わ
れ る 「尻 」 「頭 」 な どの身 体名 詞 と比 べ る と、 そ の空 間 的用 法 が完 全 に 定着 して
い る とい え る。 言 い換 えれ ば 、 「脇 」 は 「傍 ・隣 ・前 ・後 ・上 ・下 」 な どの よ う
に独 立 した 空 間名 詞 と して認 識 され て い る点 で、他 の身 体名詞 と大 き く異 な る。
3.1身体 名 詞 の 意 味 拡 張
あ る言葉 が 本 来持 っ てい る意 味だ け で は な く、 さ らに拡 張 され た 意 味 で使 わ れ
る よ うに な るの は言語 の進化 に お い て ご く 自然 な こ とで あ る。 これ は身 体 名 詞 も
例 外 で は な く、 本 来 は人 間の 体 の特 定 部位 を表 す 名 詞 と して存 在 して い た のが 、
徐 々 に身 体 部位 だ け で は な くそ の周 辺 の領 域 ま で を含 む 意 味 の言 葉 と して用 い ら
れ る よ うに な る。 この よ うな 意 味 の拡 張 は 人 間 の認 知 プ ロセ ス と深 い 関係 が あ る
とみ られ 、 山梨(2000:101-102)では身 体 部 位 に 関す る表 現 が拡 張 され た意 味 を
持 つ よ うに な る理 由を 、 プ ロ フ ァイ ル ・シ フ トと文 法 化 に か か わ る認 知 プ ロセ ス
と して説 明 して お り、以 下 の よ うに身 体名 詞 「目 ・手 ・尻 ・脇 」 が 本 来 の意 味 で
使 われ た例 と拡 張 され た 用法 の例 を それ ぞれ 挙 げ てい る。
(1)a.次郎 は 交 通 事 故 で 目を 傷 つ け た。
b.次 郎 は 喧 嘩 し て 目に ク マ をつ くっ た 。
(2)a.突然 、 生 徒 が 手 を あ げ た 。
b.右 手 に は 山 が 、 左 手 に は海 が 見 え る。
(3)a.父が 息 子 の 尻 を た た い た 。
b.あ の 男 は 女 性 の 尻 ば か り追 い か け て い る。
(4)a.彼は相 撲 で 脇 を 痛 め た 。
b.彼 は バ ス タ オ ル を 脇 に 挟 ん だ 。
c.彼 は トラ ッ ク を 脇 に 止 め た 。
(山梨2000:101-102)
例 文(1)～(4)のaは 身 体 名詞 の本 来 の用 法 で あ り、そ れ ぞれ 人 間 の体 の特
定 部位 を表 して い る。 一 方 、bの 例 文 はい ず れ も身 体 部位 そ の もの で は な く、 身
体 部位 か ら至 近 距 離 に あ る空 間 あ るい は身 体 部位 と直 接 関係 の あ る空 間 を表 して
お り、本 来 の用 法 か ら拡 張 され た用 法 で あ る とい え る。 そ して本 稿 で扱 う 「脇 」
の用 法 で あ るが 、(4c)の例 の よ うに 、身 体 部位 の意 味 か らそ の身 体 部位 周 辺 の空
間、 さ らに人 間 の 身体 部 位 とは 直接 関係 の な いモ ノの位 置 関係 を表 す用 法 にま で
拡 張 され て い る。 山梨(2000)では、 この よ うな意 味拡 張 は プ ロフ ァイ ル され る
部 分 が シ フ トされ た結 果 で あ る と述 べ て お り、特 に 「脇 」 に お いて は、最 初 プ ロ
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フ ァイル され た 部 分 か ら隣接 す る空 間領 域 にシ フ トし、 さ らに そ の直接 的空 間領
域 か ら間接 的空 間領 域 に まで 拡 張 され た 意 味 で使 わ れ て い る こ とを指 摘 して い る。







図1:プ ロフ ァイ ル ・シ フ トに よ る意 味 拡 張 の プ ロセ ス
(山梨2000:102)
3.2空間 名 詞 と し て の 「脇 」
3.1節で意 味 拡 張 に よ る身 体名 詞 の用 法 にっ い て概 観 した が、 上述 した よ うに、
本 稿 で扱 う 「脇 」 の場 合 は他 の身 体 名 詞 とは違 っ て 間接 的 空 間領 域 にま で そ の意
味が 拡 張 され 、 身 体部 位 以 外 の物 理 的空 間及 びモ ノ の位 置 関係 を表 す用 法 を も獲
得 して い る。 これ は 日常会 話 に お い て も完全 に独 立 した 空 間名 詞 と して定 着 して
お り、1節 で述 べ た 「バ ス のお 尻 に広 告 が 付 い て い る」 「富 士 山の 頭 に 雲 の 白い
筋 が 見 える」 の よ うな表 現 よ りは遥 か に文 法化 が進 んで い る とい え る。 それ で は
空 間名 詞 と して の 「脇 」 は どの よ うな空 間 的 意 味 を持 っ の だ ろ うか。 通 常 「Xの
脇 にYが あ る」 とい う表 現 は 、 「参 照 点(R)で あ るXの 中 心 か らず れ た 至 近 距 離
に、 ター ゲ ッ ト(T)で あ るYが 存 在 す る」 の よ うな解 釈 が で き る と思 われ るが 、
こ の よ うな 「脇 」 の空 間 的解 釈 は言 語 表 現 だ け で はYの 正 確 な位 置 を特 定 で きな
い とい う問題 が 存在 す る。 山梨(2000)では、 空 間 表現 と して の 「脇 」 の特 徴 に
つ い て以 下 の よ うに述 べ て い る。
… 「脇 」 の場 合 には 、主 体 の 身 体(な い しは身 体部 位)を 問題 とす る かわ りに 、
主体 の身 体 以 外 の物 理 的 な場 所 な い しは対 象 物 を 問題 と し、 この場 所(な い し
は対 象 物)と 隣接 関係 あ るい は部 分一全 体 の 関係 に あ る空 間領 域 が 「脇 」 に よっ
て指示 され て い る。
(5)a.(&)彼は 車 を 駐 車 場 の 脇 に 止 め た 。
b.知 恵 子 は テ ー ブ ル の 脇 に 花 瓶 を の せ た 。
c.男 は 会 場 の 脇 の 方 に 追 い や られ た 。
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(a) (b)
図2:「 彼 は車 を 駐 車 場 の脇 に 止 め た」 の2つ の 解 釈
・・(5a)の「脇 」 に 関 し て は 、2つ の 解 釈 が 可 能 で あ る。 す な わ ち 、 こ の 場 合 の
「脇 」 は 、 図2の(a)に 示 され る よ う に 、 駐 車 場 に 隣 接 す る 空 間 を 意 味 す る場
合 と、(b)に 示 され る よ うに 、 駐 車 場 を 構 成 す る 空 間 の 一 部(す な わ ち 、 駐 車 場
の 片 隅)と い う意 味 で 曖 昧 で あ る。 こ の 後 者 の 解 釈 は(5b)と(5c)の 例 に 関 し
て も あ て は ま る 。
(山梨2000:102-103、番 号 一 部 修 正)
上 述 した 山梨(2000)の指 摘 の よ うに、 空 間名 詞 「脇 」 は参 照 点 の外側 に 隣接
す る領 域 を表 す 場合 もあれ ば 、参 照 点 の内側 の片 隅 の領 域 を表 す 場 合 もあ る。 こ
れ は対象 物 が参 照 点 の境 界線 上 をち ょ う どま た ぐよ うに して存 在 す る とい う意 味
で はな く、文 脈 と捉 え方 に よ って 内側 と外側 どち らに も存在 し得 る とい うこ とで
あ る。4節 で は、 こ の よ うな意 味 的 違 い を生 み 出す 要 因 は どこ に あ る の か を、 空
間名 詞 と して の 「脇」 が使 われ て い る例文 を取 り上 げて考 察す るこ とにす る。
4.「 脇 」 の 空 間 を 定 め る 要 素
3節で も述 べ た よ うに 、 「脇 」 が 使 わ れ て い る空 間 表 現 は、 文 章 だ け で は話者
が意 図 した空 間 を正確 かつ 完 壁 に特 定 す るの は難 しい と思 われ る。 そ こで本 稿 で
は、Googleのイ メー ジ検 索機 能 を利 用 して 、文 章 が 「～ の脇 に 」 の形 に完 全 に一
致 し、 かつ 写 真 や 画像 な どで 話者 が捉 えた視 覚 イ メー ジ を確 認 で き る例 文 だ け を
抽 出 して 分 析 対 象 とす る。 そ して 「Xの脇 に」 とい う言 語 表 現 が具 体 的 に どの よ
うな空 間的 状況 で使 われ て い るの か を確認 してい く。
4.1空間名詞 「脇」 が表す2つの空間領域




(9)部屋 の 脇 に一
(10)体育 館 の 脇 に一
(6)から(10)の例 はい ず れ も 「脇 」 が空 間名 詞 と して使 われ た 例 で あ るが 、
そ れ ぞ れ 以 下 のaとbの 例 文 の よ うに 、 同 じ 「Xの脇 に一 」 とい う表 現 が 使 わ
れ て も、話者 の捉 え方 に よって は位 置 関係 の解釈 が変 わ り得 る。
(61)a.この 日の 天 気 は 薄 曇 り。 お 茶 を飲 み な が らふ とテ ー ブ ル の 脇 に あ る ガ ス ス
トー ブ を 見 る と 、 こ の 日の 天 気 に 合 わ せ て な の か 、 て る て る 坊 主 が 。[外 側]
b.調 味 料 は テ ー ブ ル の 脇 に こ ぎ れ い に ま とめ られ て お りま す 。[内 側]
(71)a.テーブ ルセ ッテ ィン グ。 きれ い な ガ ラ スの皿 の脇 に置 かれ た ナイ フは かわ
い ら しい形 を してい ます 。[外側]
b.酢飯 を準 備 し刺 身 の 半分 ほ どの シャ リを握 って 、 そ こに刺 身 を乗 せ さ らに
密 着 させ る よ うに握 り、冷 蔵 庫 で 十 分冷 や して 出 来上 が り。 皿 の脇 に わ さび
を盛 って ラ ップ して お く と生臭 さが 消 えて美 味 しくな ります 。[内側]
(81)a.箱の 脇 に さ り げ な く会 社 の ロ ゴ が 印刷 し て あ っ て オ シ ャ レで す(笑)[外 側]
b.新 しい ウ ォ ー ク マ ン が 屈 い た ん だ も ～ ん'さ っ そ く 開 梱 レ ポ!!で ～ す
"_ち ょ っ と待 っ て よ お??あ れ?肝 心 な 本 体 が__無 い そ 無 い そ!ど こ に
も な ～ い!!!!な ん て 思 っ て た ら_箱 の 脇 に へ ば りつ い て ま し た 。 。 。
[内側]
(91)a.この部屋 は少 しお か しな 作 りを してお り、部 屋 の脇 に通 路 が あ り、 そ こに
トイ レや洗 面 台 が設 置 され て い ます。[外 側]
b.部屋 の脇 に あ る茶色 のス ツー ル は収 納 も兼 ね て い ます。[内 側]
(101)a.体育 館 の脇 に あ る桜 の木 が色鮮 や か に咲 い て い ます。[外 側]
b.じつ は、 タン ブ リング抜 きで の通 しが ほ とん どで 、 タ ンブ リン グは 体育館
の脇 に敷 い て あ るマ ッ トの 上 で別 にや っ てい る、 な ん て彼 の 演技 か らは と う
て い思 えない。[内 側]
同 じ言 語 表 現 で位 置 関係 の解 釈 が どの よ うに変 わ り得 るの か を具 体 的 に 見て み
る と、 ま ず(6'a)は、 テー ブル が 占め る領 域 か ら少 し離 れ た 床 に置 い て あ るガ ス
ス トー ブ の位 置 を表 して い る の に対 し、(61b)は飲 食 店 の テ ー ブ ル に置 い て あ る
調 味料 が テー ブ ル の端 の部 分 、 つ ま りテ ー ブル の上 の 内側 に存 在 す る こ とを意 味
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す る。(7'a)は、 皿 か ら少 し離 れ た 外 側 に置 い て あ るナ イ フ の位 置 を 表 して い る
の に対 し、(7'b)は刺 身 が入 って い る皿 の 内側 の端 の部 分 に乗 せ られ た わ さび の
位 置 を表 して い る。(8'a)は、 箱 の 内部 で は な く外 部 の表 面 に書 い て あ る ロ ゴの
位 置 を表 して お り、(8'b)は箱 の 内部 の片 隅 にへ ば りつ い て い る よ うな 状 態 の ウ
ォー クマ ン の位 置 を表 して い る。(91a)と(91b)は、 とち ら も 「部 屋 の 脇 」 とい
う表 現 が使 われ て い るが 、(91a)は部屋 の外 を通 って い る通 路 の位 置 を 、(91b)は
部 屋 の 中 の 片 隅 に置 い て あ る ス ツ ー ル の 位 置 を表 して い る。 そ して(10'a)と
(101b)は同 じ体 育 館 の 脇 とい う表 現 が使 われ てい るが 、(101a)が体 育館 の外 側 に
立 って い る桜 の木 の位 置 を表 してい るの に対 し、(10'b)は体 育館 の室 内 の片 隅 の
空 間 を表 して い る。
この よ うに 、 同 じ 「Xの脇 に一 」 の形 で変 数Xの 値 が完 全 に一 致 して も同 じ空
間 を表 して い る とは 限 らない ケ ー ス が 日本語 に は数 多 く存在 す る。 こ こで考 え ら
れ るの は 、位 置 関係 を表 す 言 語表 現 と して は 同 じ対 象 を参 照 点 にす る と して も、
その 参 照 点 自体 の性 質 は必 ず しも同 じでは な い 、そ して概 念 化 者 で あ る話 者 は性
質 の 異 な る参 照 点 を使 い分 けて い る可 能性 が あ る とい うこ とで あ る。本 稿 で は、
モ ノの位 置 関係 を認 知 す る能 力 を参 照 点 構 造 と関連 付 け、言 語 表 現 は同 じで も性
質 の異 な る参照 点 が存 在 す る とい う考 え方 に基 づ いて 分析 す る こ とにす る。
4.2面的 参 照 点 ・点 的 参 照 点
位 置 関係 に 同 じ言語 表 現 が使 われ て も参 照 点 の性 質 が 同 じで あ る とは 限 らない
とい うア プ ロー チ に基 づ き、 こ こで は空 間名 詞 と しての 「脇 」 の分 析 に 「点的 参
照 点 」 と 「面 的 参 照 点 」 とい う2種類 の参 照 点 を 区別 し、 分 析 を行 って い く。 ま
ず 分 析 の基 盤 とな る参 照 点 構 造 とい うの は、 人 間 の認 知 能 力 の1つで あ る参 照 点
を作 り出す 能 力 に基 づ い た認 知 モ デ ル で あ る。 概 念化 者(C)で あ る人 間 は あ る
モ ノの存 在 を把握 す る とき、 そ のモ ノ の 目印 に な る よ うな もの を見 つ けて相 対 的
に把握 す る こ とにな る。 これ は モ ノの位 置 関係 を把 握 す る とき も同 じで あ り、 物
理 的位 置 関係 にお い て ラ ン ドマー ク(lm)とな るもの は 、 トラジ ェ ク ター(tr)か
っ ター ゲ ッ ト(T)と な る対 象 物 の 参 照 点(R)の 役 割 を担 っ てい る とい え る。 通
常 の 場合 、位 置 関係 の参 照 点 とな るも の とター ゲ ッ トとな る もの の 関係 は近 接 関
係 で あ る こ とが 求 め られ 、そ の近 接 関係 の領 域 が ター ゲ ッ トの支 配 領域 で あ る ド











こ こか らは以 上 で概 観 した 参 照 点構 造 に基 づ い て空 間名 詞 「脇 」 が持 つ位 置 特
定 の 曖 昧性 を分 析 す る。4.1節で 同 じ 「脇 」 とい う言 葉 で表 現 され る空 間 は参 照 点
の 内側 と外 側 どち らの解 釈 に もな る と述 べ た が 、 これ は異 な る2つ の参 照 点 の種
類 を 区別 す る こ とで説 明 で き る。 例 え ば 、(6'a)と(6'b)の例 文 は どち らも 「テ
ー ブル の脇 」 とい う表 現 を用 い る こ とに よ って テー ブル を参 照点 と して捉 えて い
る が、(6'a)の場 合 は参 照 点 自体 の面 積 で は な く、参 照 点 そ の も の を 「基 点」 に
して外 側 へ と意 識 が 向い て い るの に対 し、(6'b)の場 合 は参 照 点 が 占 め る領 域 、
つ ま り参 照点 の 境 界線 か ら 「内側 の面 」 の 方 へ意 識 が向 い て い て、 そ の面 の 中心
か らずれ た端 の 空 間 が想 起 され る とい え る。 言 い換 えれ ば 、 両方 の参 照 点 は言 語
表 現 と して は全 く同 じで あ り、 そ の違 い が 形 式 の違 い と して表 に 出 る こ とは ない
が、 前者 の参 照 点 は 、 い わ ば参 照 点 そ の もの が基 点 とな っ て参 照 点 の外 側 に空 間
の ドミニ オ ンが 形成 され る 「点 的参 照 点 」 で あ り、 後 者 は参 照点 自体 の 面積 が想
起 され 、参 照 点 の 内側 に空 間 の ドミニオ ンが形 成 され る 「面 的参 照 点 」 の性 質 を
も って い る こ とにな る。
した が って 、 両者 が示 して い る空 間領域 は それ ぞ れ 別 の もの にな り、 た とえ同
じ参 照 点 を用 い て モ ノの位 置 関係 を言 語 化 して も、概 念化 者 が参 照 点 を どの よ う
に捉 えて い るか に よっ て その 空 間 的意 味 も変 わ って くる。 この よ うな内容 を踏 ま









〈面 的参 照 点 〉
図4:「 点 的 参 照 点 」 と 「面 的 参 照 点 」 の 空 間 的 ドミニ オ ン の違 い
図4を参 照 点構 造 に照 らし合 わせ て説 明す る と、 ま ず 概念 化 者(C)で あ る話者
が ター ゲ ッ ト(T)で あ る対 象 物 の 相 対 的位 置 を表 す た め に参 照 点(R)へ の心 的
ア クセ ス を行 う。 そ して ア クセ ス した参 照 点 の性 質 に よっ て 、展 開 され る ドミニ
オ ン(D)が 変 わ る こ とに な る。 つ ま り参 照 点 そ の もの が 基 点 とな る 「点 的 参 照
点 」 の場 合 は、 参 照 点 か ら外側 に 向 けて 意識 が広 が り、参 照 点 の 外側 の至 近 距離
領 域 が対 象 物 が存 在 し得 る空 間領 域(D)と して 展 開 され る。 ま た 参 照 点 自体 の
面 積 に意 識 が 向 け られ る 「面 的参 照点 」 の 場 合 は 、参 照 点 の 内側 の 面 の 中 心 とな
る部 分 か らず れ た端 の領 域 が対 象 物 の存 在 し得 る空 間領 域(D)と して 展 開 され
る こ とに な る。 この よ うな空 間名 詞 「脇 」 に お け る参 照 点 の使 い 分 けは 、言 語表
現 と して は 同 じ参 照 点 を とる として も、 話者 が参 照 点 を どの よ うに捉 えて い るの
か に よっ て展 開 され る ドミニ オ ン、つ ま り対象 物 が 存 在 し得 る空 間 が変 わ るこ と
を意 味 し、 「脇 」 で表 現 され る空 間 の曖 昧性 が生 じる要 因 で あ る とい え る。 こ の
よ うな使 い 分 け に よる解 釈 の違 い は 、 以 下 の(11)と(12)のよ うな 例 か らも裏
付 け られ る。
(11)a.駐車 場 の 脇 に 車 を止 め た 。
b.広 い 駐 車 場 の 脇 に 車 を 止 め た 。
c.車20台分 の 駐 車 場 の 脇 に 車 を 止 め た 。
(12)a.テー ブ ル の 脇 に 箱 を 置 い た 。
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b.広 い テ ー ブ ル の 脇 に 箱 を 置 い た 。
c.も の が 散 乱 して い る テ ー ブ ル の 脇 に 箱 を 置 い た 。
(11)a-cの例 文 は どち らも 「駐 車 場 の脇 に車 を止 め た」 とい う意 味 で あ るこ と
は 同 じで あ るが 、 それ ぞれ 駐 車場 の外 側 に 車 を止 め たの か 、 それ とも内側 の片 隅
に車 を止 めた の か とい う判 断 にお い て はか な り違 い が 見 られ る。(11a)は「駐 車
場 の 脇 に 車 を 止 め た 」 とい う情 報 しか 与 え られ て い な い の に 対 し、(11b)と
(11c)の場 合 は 「駐 車 場 の 脇 に 車 を止 め た」 とい う情 報 に 、参 照 点 で あ る駐 車 場
の面積 を 際立 た せ る 「広 い」 「車20台分 の 」 とい う言 葉 が 一緒 に使 われ て い る。
この よ うに参 照 点 の 面積 を際 立 たせ る追加 情 報 、つ ま り面積 の フ レー ム を起 動 さ
せ る言語 表 現 は、 聞 き手 側 に とっ て点 的 参 照 点 よ りは面 的参 照 点 を起動 させ や す
くす るた め、 空 間 の解 釈 にお い て も参 照 点 の 内側 の 空 間 を想 起 しや す くな る。
(12)の例 も同 じで 、 「テ ー ブル の 脇 に箱 を置 いた 」 とい う表 現 はテ ー ブル の横 の
近 い と ころ に箱 を置 い た とい う解 釈 もで きれ ば 、テ ー ブル の上 の端 の部 分 に箱 を
置 い た とい う解 釈 もで き る。 しか し(12b)と(12c)の「広 い 」 「もの が 散 乱 し
てい る」 の よ うに参 照 点 の面 を意識 させ る言 語表 現 が加 わ る と、箱 が 置 い て あ る
場 所 は テ ー ブル の 上 の端 、つ ま りテ ー ブ ル の 内側 領 域 とい う解 釈 が優 勢 に な る。
この よ うな事 実 は、参 照 点 の 面積 を 際立 たせ る要 因 が存 在す る場 合 は面 的参 照 点
が起 動 され や す くな り、結 果 的 に対 象 物 の位 置 の特 定 に お い て も内側 領 域 の解 釈
にな りや す い こ とを意 味 す る。
4.3面的 参 照 点 の 捉 え方 が 難 しい 場 合
4.2節で 異 な る2種類 の参 照 点 に対応 して 「脇 」 に よ って 展 開 され る空 間の性 質
も異 な る と述 べ た が 、 話 者 に よ って 選 択 され る参 照 点 の 全 て が 均 等 に2種類 の参
照 点 を起動 させ る とは 限 らな い。 一 般 的 に参 照 点 は基 点 と して の参 照 点 、つ ま り
1つの塊 と して認 識 され る点 的 参 照 点 の方 が 起 動 され や す く、 文 脈 と対 象 物 の 情
報 を排 除 した 「Xの脇 に一 」 とい う形 の み の 場合 、 面 的参 照 点 よ りは点 的 参 照 点
に よる外 部 空 間の解 釈 の方 が優 先 され る傾 向 が強 い と思 われ る。
ま た参 照 点 の相 対 的形 態 にお いて も空 間 的意 味 の解 釈 に偏 りが見 られ る。 話者
が対象 物 の位 置 関係 を表 す ときに用 い る参 照 点 は現 実 世 界 の 中で 様 々 な形 で存在
し得 るが 、 中 に は実 際 は人 間 に とっ て十 分 な 面積 を持 っ て い なが らも、概 念 化 者
にそ の 面 的特 徴 を感 じ させ に くい もの も存在 す る。 例 えば 「京 都 タ ワー 」 「スカ
イ ツ リー」 「五 重 塔 」 な どの もの は 、そ の 高 さ(あ るい は長 さ)だ けが 際 立 って
認 識 され る典 型 的 な例 で あ り、 た とえ京都 タ ワー に数 十 人 が入 れ る十 分 な空 間が
存 在 す る と して も、 「京 都 タ ワー の脇 」 が京 都 タ ワー の 内部 空 間 を表す こ とは ほ
とん どな い。 また 家や 学 校 や ホ テル な ど、 内 部構 造 が比 較 的複 雑 な構 造物 の場 合
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も 内部 空 間 の解 釈 が難 し くな る。 これ は内 部構 造 が 用 途 に よって 細 か く分 け られ
てお り、 そ の 内部 の身 近 な名 称(例 え ば部屋 、教 室 、通 路 、 ロ ビー な ど)の 方 が
よ り参 照 点 と して選 択 され や す い か らで あ る と思 わ れ る。 この よ うな分析 は、 同
じ建 物 で も内部構 造 が比 較 的 単 純 で広 さが 際 立 っ て認 識 され る体 育 館 な どは 内部
空 間 の解釈 も可 能 な こ とか らも裏 付 け られ る。
5.結 論 と今 後 の 課 題
本稿 で は意 味 拡 張 に よる身 体名 詞 「脇 」 の 空 間的 用 法 の例 を取 り上 げ なが ら、
性 質 の異 な る2つ の参 照 点 、 す なわ ち 「点 的 参 照 点 」 と 「面 的 参 照 点 」 の違 い に
よ って 生 じる空 間 的意 味 の曖 昧性 につ い て 考 察 した 。 これ はモ ノの 空 間 的位 置 関
係 を表す の に全 く同 じ言 語 表 現 が使 われ て い る と して も、話 者 が そ の空 間 を どの
よ うに捉 えて い る の か 、 つ ま り概 念 化者 が 参 照 点 を どの よ うに捉 え て い る の か
(使っ てい るのか)に よっ て指 し示 す 空 間 が変 わ り得 る とい うこ とを意 味す る。
この よ うな概 念化 者 に よ る2種類 の 参 照 点 の使 い 分 け は 「脇 」 に限 られ た 問題
で はな く、 「前 ・後 」や 「左 ・右 」 な どの よ うな他 の空 間名 詞 の解 釈 に も同 じ く
存 在 す る と思 われ る。 た とえ ば 、 以 下 の(13a)と(13b)の例 文 の 場 合 は 、 どち
らも 「バ ス の 後 ろ 」 とい う同 じ表 現 が使 われ て い るが 、(13a)はバ ス の 内側 の 後
ろ とい う意 味 で使 われ てい る の に対 し、(13b)はバ ス の外 側 の後 ろ とい う意 味 で
使 われ てい る。
(13)a.現地 ま で は も の す ご い で こ ぼ こ道 な の で 、 うっ か りバ ス の 後 ろ に座 っ て し
ま っ た 人(=私)は 、 体 が バ ウ ン ド しっ ぱ な し の 状 態 に 。[内 側]
b.ミ ッ キ ー バ ス の 後 ろ に しっ ぽ が つ い て る の 知 っ て る?[外 側]
今 後 の課 題 と して は 、上 述 した参 照 点 が 空 間名 詞 全 般 に普 遍 的 に適 応 で き る概
念 な の か 、 それ とも一部 の空 間名 詞 に限 られ た 問題 なの か を 明 らか にす る こ と、
そ して 空 間名 詞 「脇 」 が表 す 空 間 を左 右 す る参 照点 以 外 の 要 素 を 明 らか にす る こ
とで あ る。 「脇 」 の 空 間 的意 味 を 、単 な る 「モ ノ のか た わ ら ・そ ば 」や 「中心 か
らはずれ た場 所 」 な ど、従 来 の辞 書 の よ うに 素朴 に定 義 してい くの は無 理 が あ る。
実 際 「脇 」 で表 現 され る空 間 は 、 よ り複雑 な い くつ か の制 約 が あ る よ うに思 われ 、
これ は 「脇 」 の空 間的 意 味 に直結 す る要 因 で あ る と考 え られ る。
まず 考 え られ る要 因 は 、参 照 点 とター ゲ ッ トの形 で あ る。 空 間名 詞 「脇 」 が 身
体 名詞 か ら拡 張 され て空 間的 意 味 を持 つ よ うに な った こ とを考 え る と必 然 で あ る
と言 え るが 、人 間 の 体 の なか で 脇 が 占め る解 剖 学 的位 置 か ら考 え る と、 「正 面 と
背 面 の方 向 が 占 め る部 分 を除 く左 右 方 向の 部 分 」 とい った よ うな物 理 的 特徴 が 導
き 出 され る。 概 念化 者 は参 照 点 に な るモ ノの 特 定 の部 分 を正 面 あ るい は背 面 で あ
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る と認 識 して(た とえ実 際 は正 面 ・背 面 が な いモ ノ で あ る と して も)左 右 方 向 を
捉 え る こ とに な り、 「脇 」 の 表す 空 間 も限 定 され る とい うわ け で あ る。 日本 語 母
語 話者 がモ ノ とそ の位 置 関係 の 前後 左 右 を決 め る とき に考慮 す る要 素 は 、概 念 化
者 の視 線 、概 念 化者 ・参 照 点 ・ター ゲ ッ トの位 置 関係 、 参 照 点 とター ゲ ッ トの進
行 方 向 な ど と様 々で あ るが、 「よ り正 面 ・背 面 が あ る よ うに 見 え る形 を してい る
参 照 点 」 の方 が 、 そ うで は ない参 照 点 よ り 「脇」 の空 間 を特 定 ・限 定 しや す い 、
とい うこ とで あ る。
2つ 目の 要 因 は、 参 照 点 とター ゲ ッ トの 物 理 的 距 離 で あ る。 点 的 参 照 点 に よ る
解 釈 の場 合 、 ター ゲ ッ トの位 置 は参 照 点 の そ ば ・か たわ らと言 え る ぐらい の至 近
距 離 で な けれ ばな らず 、 また 面 的参 照 点 に よ る解 釈 の場 合 で もター ゲ ッ トが参 照
点 の枠(境 界 線)か ら どれ ぐ らい離 れ て い るの か、 言 い 換 えれ ば ター ゲ ッ トが 参
照 点 の 中心 か ら どれ ぐ らい離 れ て い る のか とい う問題 が 大 き く関わ って く る。 モ
ノの位 置 関係 を言語 化 す る と きに参 照 点 と して設 定 され る もの は ター ゲ ッ トを特
定 で き る距 離 に存在 しな けれ ば な らない とい う事 実 は 「脇 」 に限 られ た 問題 で は
ない。 た とえ ば、京 都 大 学 の 時 計 台 の位 置 を説 明す るの に 「京 都 大 学 の 時計 台 は
広 島 駅 ビル の東 にあ ります 」 とい っ た表 現 は あ ま り意 味 が な い。 身 体 由来 的特 徴
を持 つ 「脇 」 に 関 して は 、他 の 空 間名 詞 と比 べ て もかな りの 至近 距 離 が 求 め られ
る と考 え られ る。
3つ 目の 要 因 は、 参 照 点 にお け る ター ゲ ッ トの 大 き さ(比 率)が 挙 げ られ る。
「脇 」 は身 体 名 詞 由来 の空 間名 詞 で あ るた め 、参 照 点 よ り大 きい 対象 物 は ター ゲ
ッ トと して認 め られ な い。 しか しター ゲ ッ トが参 照 点 よ り少 しで も小 さけれ ば よ
い とい うわ けで もな く、そ の 大 き さに あ る程 度 の差 が あ る こ とが求 め られ る。 こ
れ は 「バ ス の脇 に大型 トラ ッ クが あ る」 よ り 「バ ス の脇 に 自転 車 が あ る」 の方 が
容認 度 が上 が る とい う事 実 か らも裏 付 け られ る。
図5:参 照 点 と ター ゲ ッ トの 比 率 に よ る 「Aの脇 にBが あ る」 の 容 認 度 の 違 い
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4つ 目の 要 因 は、 参 照 点 とター ゲ ッ ト以 外 の 周 辺 要 素 の 変 化(環 境)で あ る。
参 照 点 とな るモ ノ とター ゲ ッ トとな るモ ノの物 理 的位 置 関係 が全 く変 わ らない と
して も、 これ ら以外 の周 辺 要 素 の変 化 に よっ て 「脇 」 の 空 間 は大 き く影 響 を受 け
る と思 わ れ る。 例 え ば 、以 下 の図6の(a)は 「テ ー ブル の脇 に コー ヒー が 置 い て
あ る」 と表 現す るこ とがで き るの だ が 、(b)のよ うにテ ー ブル の周 りに人 が座 っ
た り、人 が テ ー ブル の 特 定 の部 分 を使 用 した りす る と、 た ちま ち 「テ ー ブル の
脇 」 とい う言 語 表 現 の容 認 度 は 下 が って しま う。 この よ うな事 実 は 、参 照 点 とタ
ー ゲ ッ ト両者 の 物 理 的位 置 関係 は全 く変 わ っ て い な くて も、 そ の周 辺 要 素 の変化








図6:周 辺 要 素 の 変 化 に よ る 「テ ー ブル の 脇 の コー ヒー 」 の容 認 度 の違 い
最後 に 「脇 」 の 空 間 を決 め る要 因 と して は 、参 照 点 とタ ー ゲ ッ ト、 そ して両者
と述語(動 詞)の 関係 か ら想 起 され る百 科 事典 的知 識 が 挙 げ られ る。 まず 参 照 点
とター ゲ ッ トの 関係 で あ る が、 ター ゲ ッ トが 変数 とな る 「テー ブル の脇 にXが あ
る」 とい う表 現 の 場合 、 ター ゲ ッ トに よ って選 択 され る参照 点 の種類 に影 響 が あ
る。 変 数Xに 「コ ップ 」 とい う単 語 が 入 る場 合 は 、 通 常 は 面 的参 照 点 で の解 釈 が
優 勢 とな り、 コ ップ はテ ー ブ ル が 占め る内部 領 域 、 つ ま りテ ー ブ ル の上 の片 隅 と
い う解 釈 にな る。 しか し変 数Xに 「箱 」 が入 る場 合 は どち らの解 釈 が優 勢 とは言
えず 、 文 脈 と話 者 の捉 え方 で解 釈 は変 わ り得 る。 そ して 変 数Xに 「灯 油 ス トー
ブ」 とい う単 語 が入 る場 合 は 、通 常 は点 的参 照点 で の解 釈 が優 勢 とな り、灯 油 ス
トー ブ は テー ブ ル か ら少 しだ け離 れ てい る至 近距 離 の空 間 に存 在 す る とい う解釈
にな る。 この よ うな事 実 は、 概念 化 者 がテ ー ブル とコ ップ あ るい はテ ー ブル と灯
油 ス トー ブ の 関係 か ら起 動 され るフ レー ム の 百科 事 典 的 知識 に基 づ い て物 事 を解
釈 す るた め で あ る と考 え られ る。 ま た参 照 点 ・ター ゲ ッ トと述 語 の 関係 で あ るが 、
述 語 が変 数 とな る 「テー ブル の脇 に箱 を一 」 とい う表 現 で は 、後 ろ に続 く動 詞 に
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よ って起 動 され る参 照点 の種 類 が変 わ り得 る。 述 語 と して 「置 く」 が入 る場 合 は
上 述 した よ うにテ ー ブル の上 ・テ ー ブル の そ ば どち らの解 釈 もあ り得 るが 、 「乗
せ る」 が述 語 と して入 る場 合 は 面 的参 照 点 で の解 釈 とな り、箱 はテ ー ブル の上 の
片 隅 に置 か れ る こ とに な る。
以 上 で 「脇 」 の 空 間 に影響 を与 え る要 因 を い くつ か 簡 単 に述 べ た が 、 実際 には
以 上 で挙 げ た以 外 の 要 因 も存 在す る可 能 性 が あ る。 各 々 の 要 因 に 関 して 正確 か つ
詳 細 な分 析 を加 え る こ とや 他 に存 在 し得 る要 因 の検 討 を行 うこ とは、 空 間名 詞 に
お ける参 照 点 の使 い分 けに 関す る普遍 性 の有 無 の 問題 と共 に今後 の課題 とす る。
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